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④㈲片口屋、㈱ファームクリエイト、
㈱うなづき食工房の連携体

～廃棄食品を活用し地域で受け継がれてきた作物栽培を実現！～
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概 要

 ⿂醤製造過程で多量の油と固形物が排出されるため、⾷品
ロス・廃棄物削減の観点から残渣を活⽤する⽅法を模索し
た結果、県⽴⼩⽮部園芸⾼校の協⼒を得ることで、残渣な
どを活⽤した有機肥料を開発。（⽚⼝屋）

 ⿊部市で本格的に鰤醤残渣と⽶ぬか、ビールを搾った後の
⻨を活⽤した有機肥料を⽣産し、「いなきび」を栽培。
（ファームクリエイト）

 収穫された「いなきび」を使い、団⼦や餅などの加⼯品を
開発（うなづき⾷⼯房）

 富⼭県⿊部市の宇奈⽉地区で特産品として栽培され続けて
きたが、現在は4軒しか取り組んでいない在来種の「いなき
び」栽培に着⼿。肥料価格が⾼騰する中、廃棄物を活⽤し
た肥料でコスト削減を実現し経営の安定化に成功。

 宇奈⽉地区で地ビールの製造販売をしている㈱宇奈⽉ビー
ルの協⼒を得て、⿂醤の滓とビールの搾り滓を混ぜた肥料
を恒常的につくり活⽤。これまで⼿数料を⽀払って廃棄し
てきた各残渣を有効活⽤し、⾷品ロス・廃棄物の⼤幅削減
に⼤きく貢献。

成 果
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概 要

 古くから園芸産地としての技術⼒を活かし露地野菜を中⼼
に⽣産していたが、⾼齢化と⿃獣害、防⾵林の荒廃の影響
で景観が悪化。防⾵林として効果が望め、美容と健康に注
⽬を浴びているオリーブを植樹し、地域を元気にする取組
を開始。

 休耕地等の地権者の理解を得て無料で農地を借り、オリー
ブの苗⽊を年次計画的に植樹し、現在２，０００本を超え、
昨年にはオイル等の加⼯場を改築し、オイルやお茶等の加
⼯品の販売を開始。

 オリーブの搾油機を導⼊して加⼯場を設備し、初めてオイ
ルを製造。オイルの品質も⼤⼿調味料企業からも好評。

 搾り滓や葉を地元企業に提供し、エキスを使った⽯鹸やハ
ンドソープを販売するほか、剪定した樹⽊を活⽤して染料
や陶器の釉薬として使⽤するなど、SDGｓへの取組を開始。

 オリーブの果実が出来るまでの栽培費⽤と苗の購⼊資⾦を
賛同する地元団体、個⼈等より⽀援されている。

 今後、地元中学⽣、⾼校⽣及び⼤学⽣がオリーブにかかわ
ることにより、将来の後継者となることを期待。
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